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2019/6/7 2019/6/14 変化率
1.562 1.551 -0.70%

2019/6/7 2019/6/14 変化幅
6.974 6.919 -0.055

2019/6/7 2019/6/14 変化率
39,615.90 39,452.07 -0.41%

週初は原油価格の上昇が重⽯となってインド10年国債利回りは上
昇（価格は下落）となりました。翌⽇は買い戻す動きが⾒られ、
12⽇には原油価格の下落が好感されて利回りは低下（価格は上
昇）しました。13⽇は⼩動きでしたが、14⽇は追加の国債買い⼊
れオペの発表を受けて利回りはさらに低下し、週間でも低下となりま
した。
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［株式市場］SENSEX指数の推移
（2016年1⽉1⽇〜2019年6⽉14⽇）

［債券市場］インド⾃国通貨建て10年国債利回りの推移
（2016年1⽉1⽇〜2019年6⽉14⽇）

［為替市場］インドルピーの対円レートの推移
（2016年1⽉1⽇〜2019年6⽉14⽇）

［株式市場］

［債券市場］

［為替市場］

週前半は海外株式市場の上昇に連れてインド株式市場も堅調とな
りました。12⽇は取引時間終了後に消費者物価指数（CPI）上
昇率と鉱⼯業⽣産の発表を控えて、警戒感から売り優勢となりまし
た。CPI上昇率は市場予想通りとなり、鉱⼯業⽣産は市場予想を
上回りましたが、その後は海外株式市場の下落を受けてインド株式
市場も軟調な推移となり、週間でも下落しました。

中東オマーン湾でタンカーが攻撃を受け原油価格が上昇した局⾯で
ルピーは対⽶ドルで下落し、週間でもルピー安⽶ドル⾼となりました。
円が対⽶ドルで上昇したことから、対円でもルピー安となりました。

（対象期間：2019/6/10〜2019/6/14）

出所：グラフおよび表はBloomberg L.P.のデータに基づきイーストスプリング・インベストメンツ作成。
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英国プルーデンシャルは、イーストスプリング・インベストメンツ株式会社の最終親会社です。最終親会社およびそのグループ会社は主に⽶国で事業を展開しているプルデンシャル・フィナ
ンシャル社とは関係がありません。


